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は
じ
め
に

　

鉱
夫
は
、
戦
前
の
在
日
朝
鮮
人
に
と
っ
て
、「
三
大
職
種
」（
土
工
・
職
工
・

鉱
夫
）
（
１
）
に
も
数
え
ら
れ
る
主
要
な
職
業
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
日
本
最
大
の
炭

鉱
地
帯
で
あ
り
、
早
く
か
ら
朝
鮮
人
が
多
数
就
労
し
た
福
岡
県
筑
豊
炭
鉱
を
対

象
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
存
在
形
態
を
移
動
の
あ
り
方
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ

る
。
朝
鮮
人
鉱
夫
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究（
２
）で
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
活
発
な

移
動
を
展
開
し
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
移
動
が
、
ど
の
よ
う
な

構
造
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
本
稿
で
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
増
加
し
始
め
る
一
九
二
〇
年
代
か
ら
、
労
働

統
制
が
強
ま
り
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
性
格
も
大
き
く
変
容
す
る
戦
時
期
以
前
ま
で

を
対
象
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
動
態
把
握
を
目
指
す
。

　

在
日
朝
鮮
人
の
移
動
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
こ
れ
ま
で
、
植
民
地
朝
鮮
―
日
本

内
地
間
の
人
口
移
動
と
い
う
レ
ベ
ル
で
主
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
植
民

地
朝
鮮
―
日
本
内
地
間
の
移
動
が
、
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
形
成
を
促
し
た
事
象

だ
っ
た
た
め
で
あ
る（
３
）。
そ
の
よ
う
な
関
心
か
ら
す
れ
ば
、
内
地
渡
航
後
の
朝
鮮

人
が
、
内
地
内
に
お
い
て
も
頻
繁
に
移
動
し
た（
４
）と
い
う
事
実
は
見
逃
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
。
内
地
へ
仕
事
を
求
め
て
渡
航
し
た
朝
鮮
人
は
、「
職
が
な
け
れ

ば
移
動
し
、
職
の
確
保
が
で
き
た
場
合
に
は
そ
こ
に
定
住
」
（
５
）
し
た
の
で
あ
り
、

定
着
に
は
就
労
先
の
確
保
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
朝
鮮
人
の

内
地
内
で
の
移
動
と
定
着
は
、
そ
の
就
労
構
造
に
よ
っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
人
が
就
労
し
た
産
業
と
の
関
わ
り
か
ら
、
そ
の
内
地
内
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鉱
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間
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三
二

で
の
移
動
と
定
着
を
捉
え
る
こ
と
は
、
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
形
成
に
お
け
る
重

要
な
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
考
え
る
が
、
こ
う
し
た
関
心
か
ら
な

さ
れ
た
研
究
に
は
豊
富
な
蓄
積
が
あ
る
と
は
い
い
難
い（
６
）。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

朝
鮮
人
労
働
者
の
移
動
状
況
が
資
料
的
に
判
明
す
る
唯
一
の
産
業
と
も
い
わ
れ（
７
）、

か
つ
、
移
動
性
の
高
か
っ
た
鉱
夫
＝
炭
鉱
業
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
移
動
と
定
着
の
地
域
的
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
は
課
題
と
し
て
、
第
一
に
朝
鮮
人
鉱
夫
の
移
動
を
規

定
す
る
諸
要
因
と
移
動
パ
タ
ー
ン
の
析
出
、
第
二
に
朝
鮮
人
鉱
夫
の
移
動
に
対

す
る
意
識
の
解
明
、
と
い
う
二
点
を
設
定
す
る
。
第
二
の
課
題
を
設
定
す
る
の

は
、
移
動
が
政
治
的
、
経
済
的
要
因
に
強
く
規
定
さ
れ
つ
つ
も
、
し
か
し
、
そ

の
範
囲
内
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
え
た
で
あ
ろ
う
、
個
々
人
の
主
体
的
な
意
思
や

判
断
力
に
も
留
意
し
た
い
た
め
で
あ
る
。
方
法
と
し
て
は
、
各
種
統
計
・
調
査

資
料
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
、
マ
ス
と
し
て
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
就
労
と
移
動
の

傾
向
を
、
炭
鉱
業
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
確
認
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
一
人

の
朝
鮮
人
鉱
夫
が
実
際
に
た
ど
っ
た
軌
跡
と
照
応
さ
せ
、
分
析
を
行
う
こ
と
と

す
る
。

　

な
お
、
本
稿
の
対
象
は
鉱
夫
で
あ
り
、
検
討
す
る
「
移
動
」
は
炭
鉱
か
ら
炭

鉱
へ
の
移
動
に
限
定
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
鉱
夫
に
な
っ
た
者
が
、
内
地
に
渡

航
し
て
直
ち
に
鉱
夫
に
な
っ
た
と
も
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
鉱
夫
で
あ
り
続
け
た

と
も
限
ら
な
い
。
あ
る
時
点
で
、
他
の
職
種
か
ら
、
も
し
く
は
他
の
職
種
へ
転

職
す
る
こ
と
も
、
朝
鮮
半
島
へ
帰
る
こ
と
も
、
当
然
あ
り
得
た
。
こ
の
点
を
資

料
的
に
充
分
確
認
し
え
な
い
こ
と
が
、
限
定
の
消
極
的
な
理
由
で
あ
る
が
、
一

方
で
、
本
論
で
述
べ
る
よ
う
に
、
鉱
夫
で
あ
り
続
け
る
人
々
も
決
し
て
少
な
く

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
限
定
に
よ
っ
て
捉
え
損
ね
る
部
分
も
あ
る
が
、

本
稿
は
さ
し
あ
た
り
、
鉱
夫
に
な
り
、
ま
た
、
鉱
夫
で
あ
り
続
け
た
少
な
か
ら

ぬ
人
々
に
と
っ
て
、
い
か
な
る
就
労
と
移
動
の
経
路
が
存
在
し
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
と
し
た
い
。

　

本
稿
で
は
聞
き
書
き
資
料
を
用
い
る
が
、
こ
れ
は
「
上
野
英
信
・
聞
き
書
き

ノ
ー
ト
〈
戦
前
期
筑
豊
炭
鉱
労
働
運
動
史
〉」
に
収
め
ら
れ
た
、
朝
鮮
人
男
性

Ｍ
（
仮
名
）
の
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
筑
豊
を
拠
点
に
活
躍
し
た
作
家
・

上
野
英
信
が
行
っ
た
聞
き
書
き
の
記
録
で
あ
り
、
一
九
七
六
・
七
七
年
頃
、
子

息
の
上
野
朱
氏
に
よ
っ
て
、
録
音
テ
ー
プ
か
ら
大
学
ノ
ー
ト
に
お
こ
さ
れ
た
。

テ
ー
プ
は
劣
化
の
た
め
失
わ
れ
、
ノ
ー
ト
の
原
本
も
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
が
、

英
信
と
親
交
の
あ
っ
た
田
中
直
樹
氏
が
所
持
し
て
い
た
複
製
が
、
九
州
大
学
記

録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
聞
き
書
き
に
は
、

「
昭
和
元
年
ご
ろ
」
に
内
地
へ
渡
り
、
そ
の
後
ほ
ぼ
一
貫
し
て
筑
豊
炭
鉱
で
就

労
し
た
Ｍ
の
足
跡
が
、
粗
密
は
あ
り
つ
つ
も
通
時
的
に
語
ら
れ
る
点
で
、
極
め

て
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
個
人
に
固
有
な
経
験
を
、
直
ち
に

朝
鮮
人
鉱
夫
全
体
へ
と
敷
衍
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
稿
は
、
朝
鮮
人
鉱

夫
に
と
っ
て
あ
り
得
た
可
能
性
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
Ｍ
と
い
う
人
物
が
選
び

取
っ
た
道
筋
を
位
置
づ
け
る
作
業
と
も
な
ろ
う
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
図
表
の
使
用
を
必
要
最
低
限
に
と
ど
め

た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
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一
　
朝
鮮
人
鉱
夫
の
概
要

　

本
節
で
は
、
福
岡
在
留
朝
鮮
人
の
就
業
構
造
に
お
け
る
炭
鉱
業
の
位
置
付
け
、

筑
豊
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
数
の
推
移
と
そ
の
出
身
地
に
つ
い
て
確
認
す
る
と

と
も
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
就
労
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
移
動
範
囲
に
つ
い
て
、
予
備

的
な
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　

福
岡
県
は
、
全
国
的
に
み
て
も
早
く
か
ら
朝
鮮
人
の
流
入
が
み
ら
れ
た
地
域

で
あ
る
が
、
そ
の
要
因
は
、
朝
鮮
人
を
労
働
力
と
し
て
吸
引
す
る
産
業
構
造
に

あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
筑
豊
炭
鉱
業
の
吸
引
力
は
強
く
、
戦
前
の
福
岡
県
在
住

朝
鮮
人
の
職
業
構
成
で
は
、「
鉱
坑
夫
」
が
一
貫
し
て
最
大
と
な
っ
て
い
た（
８
）。

朝
鮮
人
鉱
夫
の
数
は
、
一
九
二
〇
年
以
降
、
福
岡
県
単
位
で
の
把
握
が
可
能
と

な
る
が
、
こ
の
数
字
は
筑
豊
炭
田
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
数
と
お
お
よ
そ
同
一

の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
９
）。
大
戦
ブ
ー
ム
期
、
労
働
力
不
足
を
補

う
た
め
に
多
く
の
炭
鉱
が
採
用
を
開
始
し
た
朝
鮮
人
鉱
夫
は
、
二
〇
年
に
は

二
九
〇
〇
名
を
数
え
た
。
二
〇
年
代
は
、
戦
後
恐
慌
に
よ
る
一
時
的
な
減
少
は

あ
る
も
の
の
以
降
は
一
貫
し
て
増
加
し
、
後
半
に
は
六
〇
〇
〇
名
を
超
え
て
一

つ
の
ピ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
恐
慌
期
に
は
大
幅
に
落
ち
込

む
が
、
三
三
年
以
降
、
満
州
事
変
以
降
の
好
景
気
を
背
景
に
緩
や
か
な
増
加
傾

向
を
み
せ
て
い
る
［
表
１
］。
な
お
、
二
〇
～
三
〇
年
代
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
朝
鮮
人
鉱
夫
数
の
推
移
は
、
概
ね
、
鉱
夫
数
全
体
の
増
減
傾
向
と
も
合
致
し

て
い
る（

（（
（

。

　

筑
豊
炭
鉱
に
働
く
朝
鮮
人
鉱
夫
の
出
身
地
は
、
一
九
二
八
年
七
月
末
時
点
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
慶
尚
南
道
二
二
一
二
名
、
慶
尚
北
道
一
六
〇
六
名
、
全
羅
南

道
六
五
一
名
、
全
羅
北
道
四
六
七
名
、
忠
清
北
道
二
五
一
名
、
京
畿
道
一
一
九

名
、
平
安
南
道
一
一
八
名
、
他
は
一
〇
〇
名
以
下
と
な
っ
て
お
り（

（（
（

、
地
理
的
に

近
い
朝
鮮
半
島
南
部
の
出
身
者
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
男
性
で
あ
り
、
多
く
は
基
幹
労
働
力
と
し
て
坑
内
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

次
に
、
炭
鉱
に
就
労
す
る
朝
鮮
人
の
前
職
と
退
職
後
の
行
き
先
か
ら
、
そ
の

就
労
パ
タ
ー
ン
を
検
討
し
て
お
く
。
朝
鮮
人
鉱
夫
の
前
職
に
関
す
る
調
査
と
し

て
は
、
一
九
二
四
年
一
一
月
一
日
現
在
、
福
岡
鉱
山
監
督
局
管
内
主
要
六
〇
炭

鉱
に
お
け
る
鉱
夫
の
前
職
を
取
り
纏
め
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
朝

鮮
人
鉱
夫
の
場
合
、
そ
の
前
職
は
炭
鉱
業
（
四
五
・
四
％
）
と
農
業
（
四

［表1］福岡県／筑豊朝鮮人鉱夫数の推移

福岡 筑豊

出典）20・30年10月
１日：国勢調査、20
年： 内 務 省 警 保 局

『 朝 鮮 人 概 況 』、21
年：同『朝鮮人近況
概要』、24年：社会
局『鉱業労働事情調
書 』、25・26年： 同

『在留朝鮮人の状況』、
27・28年：福岡地方
職業紹介事務局『管
内在住朝鮮人労働事
情 』（1929年 ）、 同

『筑豊炭鉱労働者出
身地調査』（1928年）、
29 ～ 42年：内務省
警保局『社会運動の
状 況 』、33年 筑 豊：
福岡地方職業紹介事
務局『炭坑夫の出身
地調査』（1934年）。

20年６月末 2,900
20年10月１日 2,553
21年６月末 1,890
24年11月１日 3,066
25年６月末 5,374
26年６月末 4,339
27年 5,138
28年３月 6,511 6,501
28年７月 5,626
30年６月末 6,813
30年10月１日 6,490
31年12月末 4,734
32年12月末 4,140
33年 2,421
33年12月末 5,586
34年12月末 4,623
35年12月末 5,432
36年12月末 6,304
37年12月末 6,165
38年12月末 7,828
39年12月末 22,722
40年12月末 25,019



三
四

九
・
一
％
）
が
そ
れ
ぞ
れ
半
数
近
く
を
占
め
、
そ
の
他
の
業
種
か
ら
炭
鉱
業
へ

の
転
職
は
五
・
五
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た（

（（
（

。
上
記
の
調
査
で
は
、
前
職
に
従
事
し

て
い
た
場
所
の
情
報
は
な
い
が
、
二
一
年
下
半
期
に
お
け
る
福
岡
・
佐
賀
・
長

崎
三
県
の
炭
鉱
に
就
労
し
た
者
の
「
前
稼
動
地
」
と
前
職
に
関
す
る
調
査
で
は
、

朝
鮮
半
島
で
炭
鉱
業
に
従
事
し
て
い
た
者
は
い
な
か
っ
た（

（（
（

。
ま
た
、
農
業
は
、

内
地
に
渡
航
し
た
朝
鮮
人
の
就
労
先
と
し
て
は
マ
イ
ナ
ー
な
職
種
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
炭
鉱
に
就
労
す
る
朝
鮮
人
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
農

業
に
従
事
し
て
い
た
新
規
渡
航
者
と
、
他
の
炭
鉱
か
ら
移
動
し
て
き
た
内
地
既

住
者
、
と
い
う
二
者
に
大
別
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
あ
る
炭
鉱
で
鉱
夫
と
し
て
働
い
た
者
が
、
退
山
後
に
別

の
炭
鉱
へ
と
移
動
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
参
考
と
な

る
の
が
、
二
七
年
と
二
八
年
上
半
期
に
飯
塚
炭
鉱
（
後
述
）
を
辞
め
た
朝
鮮
人

鉱
夫
の
退
籍
事
由
調
査
で
あ
る
。
理
由
の
多
数
を
占
め
る
の
は
、「
帰
農
又
は

帰
国
」
と
「
他
坑
へ
の
転
坑
」
で
、
こ
の
二
項
目
で
両
年
と
も
全
体
の
半
数
余

り
を
占
め
て
い
る
［
表
２
］。
そ
の
他
の
や
や
抽
象
的
な
事
由
に
つ
い
て
は
措

く
と
し
て
も
、
出
稼
ぎ
を
終
え
て
朝
鮮
半
島
に
戻
る
か
、
引
き
続
き
内
地
で
他

の
炭
鉱
に
職
を
求
め
る
か
が
、
退
職
後
の
主
要
な
選
択
肢
だ
っ
た
の
で
あ
る

（「
転
職
」
が
一
％
に
満
た
な
い
点
に
も
注
意
）。
加
え
て
、
そ
の
他
の
事
由
、

例
え
ば
「
無
断
他
行
不
帰
」
の
離
職
者
に
も
、
実
際
の
行
き
先
が
他
の
炭
鉱
で

あ
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
離
職
者
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
二
～

三
割
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
人
々
が
、
別
の
炭
鉱
へ
移
動
し
て
い
た
と
推
定

さ
れ
る
。

　

で
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
が
別
の
炭
鉱
に
移
動
す
る
場
合
、
そ
れ
は
ど
の
程
度
の

範
囲
で
行
わ
れ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
人
に
即
し
て
分
析
し
う

る
材
料
は
な
い
が
、
筑
豊
に
お
け
る
鉱
夫
の
移
動
の
多
く
は
、
同
一
炭
田
内
の

比
較
的
狭
い
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
た（

（（
（

。
朝
鮮
人
鉱
夫
の
場
合
に
も
、
そ
の
移
動

範
囲
は
お
お
む
ね
筑
豊
炭
田
内
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
鉱
夫
と
な
る
朝
鮮
人
の
多
く
は
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
農

村
か
ら
渡
航
し
て
き
た
人
々
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
定
の
人
々
は
、
筑
豊
炭
田

内
で
炭
鉱
労
働
に
継
続
的
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。

　

朝
鮮
人
鉱
夫
の
数
は
昭
和
恐
慌
期
に
大
き
く
減
少
す
る
が
、
こ
の
時
期
を
境

と
し
て
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
存
在
形
態
に
は
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、

以
下
、
第
二
節
で
は
一
九
二
〇
年
代
の
、
第
三
節
で
は
一
九
三
〇
年
代
の
就
労

［表2］飯塚炭鉱朝鮮人鉱夫退籍事由調

1927年 28年1 ～ 6月
種　 別 人数 比率 人数 比率

業務上の都合 305 5.1 176 5.1
業務上身体傷害 58 1 32 0.7
私傷病 75 1.3 25 0.7
兵　 事 0 0 5 0.1
帰農又は帰国 1,381 23.2 1,016 29.6
坑則違犯業務怠慢 49 0.8 34 1
犯　 罪 1 0.1 0 0
逃走（貸金踏倒） 16 0.3 3 0.1
無断他行不帰坑 917 15.3 649 18.9
作業上の不平 8 0.1 8 0.2
対人的不平 2 0.1 2 0.1
家事の都合 1,430 24 751 21.9
転　 職 28 0.5 19 0.6
他坑へ転坑 1675 28.1 698 20.3
其　 他 14 0.2 14 0.4
合　 計 5,959 100 3,432 100
出典）27年：福岡地方職業紹介事務局『管内朝鮮人労働
事情』（1929年）、28年：福岡鉱山監督局「朝鮮人鉱夫労
働事情」（『石炭時報』5-1、1930年）。
注）1928年については「某鉱業所」となっているが、出
典資料の内容及び他資料との関係から飯塚のものと推定
した。
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三
五

と
移
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
行
い
、
各
年
代
の
特
徴
と
変
化

を
捉
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
　
一
九
二
〇
年
代
の
就
労
と
移
動

 

福
岡
県
全
体
で
の
朝
鮮
人
鉱
夫
数
の
推
移
は
先
に
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る

が
、
一
九
二
〇
年
代
の
人
数
が
ほ
ぼ
ピ
ー
ク
に
達
し
た
時
期
に
、
恐
ら
く
悉
皆

に
近
い
規
模
で
行
わ
れ
た
二
八
年
三
月
現
在
の
調
査
か
ら
、
炭
鉱
別
の
人
数
が

把
握
可
能
で
あ
る
［
表
３
］。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
大
の
雇
用
主
は
三
菱
鉱
業

で
、
筑
豊
鉱
業
所
の
四
炭
鉱
合
計
で
三
四
三
四
名
を
抱
え
て
い
た
。
ま
た
、
中

島
飯
塚
に
も
一
七
六
八
名
が
就
労
し
て
い
た
が
、
当
時
の
飯
塚
は
三
菱
の
委
託

経
営
下
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
く
の
は
、
麻
生
商
店
経
営
三
炭
鉱
の
計
三
六
〇

名
、
貝
島
鉱
業
大
之
浦
炭
鉱
の
二
一
二
名
で
、
以
上
で
福
岡
県
全
体
の
約
八

八
％
、
五
七
七
四
名
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
人
鉱
夫
は

特
定
の
炭
鉱
資
本
、
二
〇
年
代
に
は
と
り
わ
け
三
菱
系
統
へ
の
偏
在
傾
向
が
顕

著
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
Ｍ
と
い
う
一
人
の
若
者
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
筑
豊
炭
鉱
へ
や
っ
て
き

た
の
は
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
数
が
増
加
し
て
い
っ
た
「
昭
和
元
年
ご
ろ
」（
二
七

頁
、
以
下
、「
聞
き
書
き
ノ
ー
ト
」
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
頁
数
の
み
を
表

記
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
彼
の
素
性
を
、
語
ら
れ
る
範
囲
で
確
認
し
て

お
こ
う
。
渡
航
時
期
を
一
九
二
六
年
頃
と
す
る
と
、
そ
の
時
「
満
一
五
く
ら

い
」
で
あ
っ
た
Ｍ
の
生
年
は
、
一
九
一
一
年
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。
郷
里
の
場

所
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
そ
の
家
柄
は
、

「
人
の
土
地
を
四
反
ば
か
り

作
り
よ
っ
た
で
す
も
ん
ね
、

そ
ん
で
そ
の
、
あ
の
、
人
の

土
地
を
耕
作
し
た
ら
米
を
何

俵
ず
つ
と
か
納
む
る
」

（
三
〇
頁
）
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
渡
航
当
時

か
ら
多
少
の
日
本
語
に
つ
い

て
は
理
解
で
き
た
（「〔
渡
日

当
初
は
、
以
下
、
亀
甲
括
弧

内
は
引
用
者
に
よ
る
〕
日
本

語
も
都
合
良
う
は
…
ア
リ
ガ

ト
ウ
、
コ
ン
ニ
チ
ワ
ぐ
ら
い

し
か
、
ま
、
学
校
も
一
年
く

ら
い
行
っ
ち
ょ
っ
た
か
ら
、

な
ん
ぼ
か
日
本
語
知
っ

ち
ょ
っ
た
」
三
四
頁
）。
彼

は
郷
里
で
、
既
に
内
地
に
渡

り
、
東
京
大
崎
町
に
い
た
従

兄
弟
の
存
在
や
、
友
人
か
ら

［表3］筑豊・炭鉱（資本）別朝鮮人鉱夫数の推移

1928年3月 1933年

炭鉱（資本）名 朝鮮人鉱夫数 全鉱夫数 朝鮮人比率（％） 朝鮮人全鉱夫 比率
坑内 （女） 坑外 （女） 計 坑内 坑外 計 坑内 坑外 計

三菱鉱業合計 2,977 0 457 52 3,434 9,367 3,425 12,972 31.8 13.4 26.4 548 5,650 9.7
中島飯塚炭鉱 1,687 1 81 2 1,768 4,687 1,114 5,801 36.0 7.3 30.5 361 1,300 27.8
麻生商店合計 254 13 106 50 360 4,435 1,157 5,592 5.7 9.2 6.4 1,088 4,989 21.8
貝島大之浦炭鉱 58 8 154 20 212 6,628 2,828 9,512 0.9 5.4 2.2 219 5,082 4.3
中小炭鉱合計 420 51 33 12 453 149
その他 200 9 74 5 274 56
合　 計 5,596 82 905 141 6,501 2,421
出典）福岡地方職業紹介事務局『管内在住朝鮮人労働事情』（1929年）、同『炭坑夫の出身地調査』（1934年）。全鉱夫
数は『筑豊石炭鉱業組合月報』。
註）中小炭鉱は28年：8炭鉱合計、33年：3炭鉱合計。中小炭鉱の区分については本文註18を参照。



三
六

聞
く
「
か
ね
も
う
け
が
い
い
」
と
い
っ
た
話
か
ら
、
内
地
へ
の
「
あ
こ
が
れ
」

を
強
め
て
い
っ
た
（
三
〇
頁
）。

　

そ
の
Ｍ
が
内
地
へ
渡
り
、
ま
た
、
炭
鉱
と
関
わ
る
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
三

菱
鯰
田
四
坑
に
就
労
し
て
い
た
従
兄
弟
（
大
崎
の
従
兄
弟
と
は
別
人
）
の
一
時

帰
郷
で
あ
っ
た
。「
そ
れ
が
ま
た
こ
ん
だ
嫁
さ
ん
を
つ
ん
の
う
て
行
く
っ
ち
ゅ

う
か
ら
、
俺
も
つ
ん
の
う
て
行
け
、
ち
ゅ
う
て
」（
三
〇
頁
）、
同
行
す
る
こ
と

に
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
友
人
に
二
〇
円
を
借
り
、
従
兄
弟
夫
婦
、
お
よ
び
他

の
内
地
渡
航
希
望
者
ら
八
人
ほ
ど
で
釜
山
へ
と
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
釜
山
で

は
水
上
警
察
署
か
ら
渡
航
に
必
要
な
「
証
明
書
」
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ず
、
立
ち
往
生
し
て
し
ま
う
。

　

朝
鮮
人
に
対
す
る
朝
鮮
半
島
―
内
地
間
の
移
動
管
理
は
、
一
九
年
四
月
、
警

察
の
発
行
す
る
旅
行
証
明
書
を
用
い
て
開
始
さ
れ
、
二
五
年
一
〇
月
以
降
は
、

釜
山
水
上
警
察
署
が
労
働
目
的
の
朝
鮮
人
の
内
地
渡
航
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
（
無
許
可
労
働
募
集
に
応
じ
渡
航
す
る
者
、
内
地
で
の
就
労
が

不
確
実
な
者
、
国
語
を
解
さ
な
い
者
、
旅
費
以
外
の
所
持
金
一
〇
円
以
下
の
者
、

モ
ル
ヒ
ネ
患
者
の
渡
航
を
認
め
ず
）。
さ
ら
に
二
八
年
三
月
か
ら
は
、
こ
れ
に

地
元
警
察
署
に
よ
る
釜
山
水
上
署
宛
紹
介
状
（
い
わ
ゆ
る
渡
航
証
明
）
の
発
給

に
よ
る
制
限
が
加
わ
り
、
地
元
警
察
と
釜
山
水
上
署
に
よ
る
二
重
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
が
敷
か
れ
る
こ
と
に
な
る（

（（
（

。
ま
た
、
内
地
に
生
活
の
拠
点
を
置
く
朝
鮮
人

の
一
時
帰
還
に
便
宜
を
図
る
「
一
時
帰
鮮
証
明
」
の
発
給
開
始
は
二
九
年
八
月

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
Ｍ
の
従
兄
弟
の
よ
う
な
一
時
帰
郷
者
で
あ
っ
て

も
、
新
規
渡
航
と
同
様
の
手
続
き
を
要
し
て
い
た（

（（
（

。

　

こ
の
時
点
で
渡
航
を
諦
め
た
者
も
い
た
が
、
残
っ
た
Ｍ
ら
数
名
は
野
上
鉱
業

所
の
募
集
人
と
の
間
を
仲
介
す
る
「
ボ
ス
」
＝
密
航
ブ
ロ
ー
カ
ー
に
手
数
料
を

払
い
、「
ヤ
ミ
舟
」
で
密
航
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
（
一
・
三
一
頁
）。

　

博
多
港
に
到
着
し
た
Ｍ
ら
は
、「
科
人
み
た
い
に
」（
三
二
頁
）
厳
重
に
監
視

さ
れ
、
野
上
山
田
炭
鉱
へ
と
向
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
待
っ
て
い
た
の
は
、

「
仕
事
が
な
か
っ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
監
獄
と
同
じ
で
し
ょ
、
こ
の
、
大
き
な
南

京
錠
は
め
と
い
て
〔
…
〕
桜
ん
棒
や
ら
じ
ゅ
う
っ
と
た
て
ち
ゃ
る
で
す
よ
、
ケ

ツ
ワ
ル
奴
は
こ
れ
で
ぶ
っ
叩
く
ん
だ
ち
ゅ
う
て
」（
三
二
～
三
三
頁
）、
と
い
う

生
活
で
あ
っ
た
。

　

Ｍ
の
渡
航
は
正
規
の
手
続
き
を
経
な
い
も
の
で
あ
り
、
筑
豊
の
代
表
的
な
中

小
炭
鉱
資
本
で
あ
っ
た
野
上
鉱
業
所
経
営
の
炭
鉱
に
就
労
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
方
法
に
よ
る
鉱
夫
募
集
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、「
密

航
」
と
い
う
性
質
上
そ
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
が
、
地
理
的
に
近
い
福
岡
へ
は

多
く
の
朝
鮮
人
が
労
働
目
的
で
「
密
航
」
し
て
き
て
お
り（

（（
（

、
炭
鉱
へ
の
就
労
も

無
視
し
得
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
最
大

の
雇
用
先
で
あ
る
三
菱
鉱
業
で
は
、
正
規
の
手
続
き
を
踏
み
、
朝
鮮
半
島
で
の

募
集
を
行
っ
て
い
た
（
後
述
）。
野
上
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
炭
鉱（

（（
（

に
は
、
八

炭
鉱
合
計
で
四
五
三
名
の
朝
鮮
人
が
就
労
し
て
い
た
が
、
仮
に
も
し
、
こ
れ
ら

の
中
小
炭
鉱
の
朝
鮮
人
鉱
夫
が
全
て
密
航
に
よ
っ
て
就
労
し
て
い
た
と
し
て
も

（
実
際
に
は
内
地
既
住
者
も
採
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
）、
そ
の
規
模

は
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

野
上
山
田
の
こ
う
し
た
環
境
に
堪
え
か
ね
た
Ｍ
は
、
二
週
間
ほ
ど
働
い
た
後
、



朝
鮮
人
鉱
夫
の
動
態
に
関
す
る
考
察

三
七

「
旧
正
月
ご
ろ
」
の
雪
の
晩
、
便
所
の
天
井
の
窓
か
ら
逃
亡
す
る
。
逃
亡
し
た

Ｍ
は
、「
鯰
田
ま
で
歩
い
た
で
す
よ
、
そ
の
、
鯰
田
に
私
の
先
輩
が
来
て
三
菱

系
統
で
働
き
よ
る
か
ら
」（
三
四
頁
）。
こ
こ
で
い
う
「
先
輩
」
と
は
、
先
の
従

兄
弟
と
は
別
の
、
郷
里
の
知
り
合
い
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
結
局
、
鯰
田
に

は
就
労
で
き
な
か
っ
た
（
三
五
頁
）。
そ
こ
で
、
彼
は
、
や
は
り
郷
里
の
「
友

達
」
が
い
た
麻
生
綱
分
炭
鉱
へ
行
き
、
そ
の
友
達
を
介
し
て
朝
鮮
人
飯
場
頭
Ｉ

に
志
願
、
就
労
し
た
。
し
か
し
、
綱
分
で
の
労
働
も
ま
た
、「
坑
内
の
、
人
間

が
歩
ん
で
下
が
る
坑
道
が
は
げ
し
い
し
、
と
っ
て
も
も
う
、
暑
う
し
て
で
す
ね
、

そ
れ
に
人
間
が
ボ
タ
か
ぶ
っ
て
死
ん
で
あ
が
っ
た
り
し
た
ら
も
う
働
こ
う
ご
と

な
い
で
す
よ
」（
同
前
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｍ
は
こ
こ
で
二
～
三
ヶ
月

就
労
し
た
が
、
三
菱
鯰
田
五
坑
で
採
用
が
あ
る
と
知
っ
て
応
募
、「
セ
ッ
ト
ウ

と
ノ
ミ
持
っ
て
、
岩
の
と
こ
行
っ
て
孔
を
く
ら
す
と
、
試
験
」（
三
五
頁
）
を

受
け
、
同
炭
鉱
に
移
る
こ
と
に
な
る
。

　

三
菱
鉱
業
で
は
、
長
壁
式
採
炭
法
と
切
羽
運
搬
の
機
械
化
（
水
流
切
羽
運
搬

法
の
導
入
）
が
早
く
か
ら
一
体
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
、
従
来
の
一
先
（
男
性
先

山
―
女
性
後
山
）
編
成
の
作
業
単
位
か
ら
共
同
採
炭
方
式
へ
と
移
行
す
る
過
程

で
、
女
性
後
山
の
代
替
労
働
力
と
し
て
朝
鮮
人
鉱
夫
が
多
数
導
入
さ
れ
た（

（（
（

。
こ

の
背
景
に
は
、
慢
性
不
況
と
保
護
鉱
夫
（
女
性
・
年
少
者
）
の
就
業
制
限
問
題（

（（
（

と
い
う
、
炭
鉱
業
共
通
の
課
題
が
あ
り
、
二
〇
年
代
に
は
、
保
護
鉱
夫
の
排
除

を
可
能
と
す
る
よ
う
な
技
術
的
合
理
化
が
は
ら
れ
て
い
っ
た
。
か
か
る
合
理
化

は
大
手
炭
鉱
と
中
小
炭
鉱
と
の
格
差
を
拡
大
・
確
立
す
る
方
向
で
跛
行
的
な
展

開
を
と
げ
た
が（

（（
（

、
中
央
財
閥
大
手
で
あ
る
三
菱
で
は
、
合
理
化
が
先
行
し
て
進

め
ら
れ
る
過
程
で
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
導
入
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

三
菱
鯰
田
で
の
採
炭
夫
と
し
て
の
仕
事
は
順
調
で
、
Ｍ
は
麻
生
や
野
上
と
対

比
し
つ
つ
、「
お
ん
な
じ
納
屋
頭
お
っ
て
も
麻
生
系
の
ほ
か
の
ヤ
マ
よ
っ
か
あ

ん
頃
は
三
菱
系
統
や
っ
た
か
ら
で
す
ね
、
ま
あ
良
か
っ
た
で
す
よ
〔
…
〕
給
料

面
で
も
ほ
か
の
麻
生
炭
鉱
よ
か
ジ
ュ
ー
ッ
と
良
か
っ
た
」、「
三
菱
系
統
に
は

〔
…
〕
刺
青
な
ん
か
い
れ
た
人
は
志
願
さ
せ
ま
せ
ん
〔
…
〕
麻
生
系
統
と
か
ね
、

ノ
ー
ガ
ミ
〔
野
上
〕
ヤ
マ
と
か
で
す
ね
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
〔
…
〕
刺
青
い
れ

た
、
…
そ
ん
か
わ
り
も
う
顔
に
刀
傷
の
い
っ
ち
ょ
る
と
や
ら
あ
ん
な
の
ば
っ
か

り
お
っ
た
」（
一
～
二
頁
）
と
、
そ
の
労
働
条
件
・
環
境
の
良
さ
を
述
べ
て
い

る
。
朝
鮮
人
鉱
夫
の
賃
金
に
関
す
る
当
時
の
資
料
は
極
め
て
乏
し
い
が
、
三
菱

鯰
田
は
朝
鮮
人
鉱
夫
の
平
均
賃
金
が
他
の
炭
鉱
に
比
べ
て
高
く（

（（
（

、
Ｍ
の
実
感
と

も
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

三
菱
経
営
炭
鉱
で
行
わ
れ
て
い
た
募
集
方
法
は
、
朝
鮮
人
の
定
員
数
を
決
め
、

欠
員
が
出
た
場
合
に
は
、
在
籍
者
の
親
類
や
知
己
を
朝
鮮
半
島
か
ら
の
呼
寄
せ

に
よ
っ
て
充
足
す
る
、
手
寄
法
・
縁
故
雇
入
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
際
に
は
、「
会
社
側
よ
り
朝
鮮
何
道
何
郡
何
面
何
某
は
本
社
何
坑
に
坑
夫
と

し
て
採
用
の
予
定
に
て
本
人
は
就
職
の
為
め
内
地
に
渡
来
す
る
者
に
相
違
無
之

候
に
就
て
は
渡
航
御
許
可
相
願
度
と
記
し
た
る
採
用
証
明
書
を
本
人
に
送
付
し

本
人
は
之
を
原
籍
地
の
警
察
署
又
は
駐
在
所
の
下
付
を
受
け
て
渡
航
」（

（（
（

す
る
、

と
い
う
手
続
き
が
踏
ま
れ
た
が
、
そ
れ
は
先
述
の
渡
航
管
理
政
策
が
要
請
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
募
集
方
法
は
一
方
で
、「
内
地
在
住
並
に
筑
豊
其

他
の
炭
坑
を
流
浪
し
た
る
朝
鮮
人
は
可
及
的
採
用
せ
ぬ
方
針
で
あ
る
。〔
…
〕



三
八

何
分
各
地
を
流
転
し
て
悪
ず
れ
が
し
て
居
り
、
初
渡
航
者
に
比
し
金
儲
の
念
薄

く
喧
嘩
や
賭
博
等
の
悪
習
に
染
み
、
而
も
移
動
頻
繁
に
し
て
〔
…
〕
特
別
に
技

量
優
秀
で
健
実
な
る
者
で
な
け
れ
ば
採
用
さ
れ
る
事
は
珍
ら
し
い
」（

（（
（

、
と
い
う

よ
う
に
、
内
地
既
住
者
の
採
用
に
対
す
る
消
極
的
態
度
と
対
応
し
て
い
た
。

従
っ
て
、
Ｍ
の
就
労
は
三
菱
に
就
労
す
る
朝
鮮
人
鉱
夫
と
し
て
は
「
珍
ら
し

い
」
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

鯰
田
で
の
就
労
は
二
～
三
年
の
長
期
に
及
ん
だ
（
三
四
～
三
五
頁
）。
し
か

し
、
一
緒
に
採
炭
作
業
に
従
事
し
て
い
た
「
相
棒
」
が
現
場
監
督
に
逆
ら
っ
て

辞
め
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
あ
お
り
を
受
け
て
配
置
転
換
を
迫
ら
れ
た
た
め
、
鯰
田

を
辞
め
る
こ
と
に
な
る
（
二
七
～
二
八
・
三
五
頁
）。
渡
航
時
期
や
前
後
関
係

か
ら
す
る
と
、
こ
れ
は
一
九
二
八
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
Ｍ
の
足
跡
に
即
し
て
述
べ
て
き
た
が
、
Ｍ
の
就
労
し
な
か
っ
た

中
島
飯
塚
・
貝
島
大
之
浦
の
両
炭
鉱
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
こ
う
。
中
島
飯
塚

炭
鉱
で
は
、
二
四
年
に
経
営
者
の
中
島
徳
松
と
三
菱
鉱
業
と
の
間
で
委
託
経
営

契
約
が
結
ば
れ
、
以
降
は
三
菱
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
が
経
営
を
行
っ
て
い
た
。

中
島
に
よ
る
炭
鉱
経
営
は
大
手
炭
鉱
と
は
相
当
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

三
菱
に
よ
る
合
理
化
が
徐
々
に
進
め
ら
れ
る
中
で
、
朝
鮮
人
使
用
の
余
地
も
拡

大
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
飯
塚
で
は
、
三
菱
と
は

異
な
る
募
集
方
法
を
採
用
し
て
い
た
。
鉱
夫
の
募
集
は
会
社
指
定
の
周
旋
人
が

行
う
も
の
で
、
朝
鮮
で
は
専
任
の
も
の
一
名
に
委
嘱
し
て
い
た
が
、
一
九
二
七

年
に
同
炭
鉱
が
採
用
し
た
朝
鮮
人
五
六
五
八
名
中
五
二
五
八
名
、
翌
二
八
年
に

は
五
七
七
八
人
中
五
二
三
〇
名
が
、
内
地
で
募
集
さ
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
採
用
さ
れ
た
大
多
数
が
内
地
在
住
者
だ
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
ま
た
、
地
場

大
手
の
貝
島
で
は
、
大
之
浦
第
七
坑
の
露
天
掘
り
に
朝
鮮
人
を
集
中
的
に
使
用

し
て
い
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
そ
の
募
集
方
法
は
三
菱
に
類
似
し
て
い
た
。

　

最
後
に
、
以
上
の
各
炭
鉱
で
み
ら
れ
た
解
雇
・
雇
入
の
状
況
を
、
一
九
二
七

年
三
月
中
に
つ
い
て
判
明
す
る
一
ヵ
月
の
人
数
か
ら
確
認
す
る（

（（
（

。
貝
島
で
は
、

雇
入
三
九
名
・
解
雇
一
七
名
（
同
月
末
在
籍
者
数
の
約
八
％
）
と
、
離
職
者
は

少
な
い
。
一
方
、
三
菱
の
四
炭
鉱
で
は
雇
入
五
三
九
名
・
解
雇
五
九
一
名
（
同

前
約
一
七
％
）
を
数
え
て
い
る
。
一
ヶ
月
の
解
雇
者
数
に
単
純
に
一
二
を
乗
ず

れ
ば
一
年
間
で
七
〇
〇
〇
名
余
り
が
離
職
し
た
こ
と
に
な
り
、
縁
故
雇
入
の
実

施
に
も
か
か
わ
ら
ず
鉱
夫
の
入
れ
替
わ
り
は
激
し
か
っ
た
。
他
方
、
主
に
内
地

在
住
者
を
採
用
す
る
中
島
飯
塚
で
は
鉱
夫
の
流
動
性
が
極
め
て
高
く
、
雇
入

七
五
二
名
・
解
雇
五
六
八
名
（
同
前
約
三
二
％
）
に
上
っ
て
い
た
。
ま
た
、
麻

生
商
店
経
営
炭
鉱
で
も
、
雇
入
一
三
四
名
・
解
雇
七
八
名
（
同
前
約
二
一
％
）

と
な
っ
て
お
り
、
や
は
り
高
い
流
動
性
を
示
し
て
い
た
。

　

第
一
節
で
み
た
、
農
村
出
身
の
新
規
渡
航
者
か
内
地
在
住
の
鉱
夫
経
験
者
か
、

と
い
う
朝
鮮
人
鉱
夫
の
あ
り
方
は
、
各
炭
鉱
の
募
集
方
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

て
い
た
。
加
え
て
、
か
か
る
募
集
方
法
の
違
い
と
朝
鮮
人
鉱
夫
の
流
動
性
は
、

炭
鉱
か
ら
炭
鉱
へ
の
移
動
に
、
一
定
の
流
れ
を
生
み
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
三
菱
に
代
表
さ
れ
る
、
新
規
渡
航
者
採
用
を
主
と
す
る
炭
鉱

か
ら
、
中
島
飯
塚
の
よ
う
な
内
地
既
住
の
鉱
夫
経
験
者
を
採
用
す
る
炭
鉱
へ
の

移
動
と
、
内
地
既
住
者
採
用
の
炭
鉱
相
互
間
の
移
動
で
あ
る
。
麻
生
の
募
集
方

法
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
Ｍ
が
志
願
し
て
綱
分
に
就
労
し
た
経
緯



朝
鮮
人
鉱
夫
の
動
態
に
関
す
る
考
察

三
九

や
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
後
Ｍ
が
何
度
も
麻
生
経
営
炭
鉱
に
就
労
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
中
島
飯
塚
と
同
様
、
内
地
既
住
者
を
採
用
し
て
い
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
渡
航
後
の
Ｍ
の
行
動
か
ら
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
移
動
の

有
様
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
移
動
す
る
際
に
頼
り
と
し
た
の
は
、
先
に

働
い
て
い
た
先
輩
や
友
達
な
ど
の
知
己
で
あ
り
、
か
か
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
そ

こ
で
得
ら
れ
る
情
報
が
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
移
動
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
い
え
よ
う（

（（
（

。
加
え
て
、
Ｍ
は
就
労
先
を
転
々
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
移
動
は

一
貫
し
て
三
菱
へ
の
志
向
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｍ
の
場
合
、
三
菱
で
の

労
働
条
件
に
つ
い
て
も
、
従
兄
弟
等
を
通
じ
て
あ
ら
か
じ
め
情
報
を
有
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
三
菱
志
向
は
、
よ
り
よ
い
労
働
条
件
を
求
め
て

の
上
昇
志
向
と
も
い
え
よ
う
。
結
果
、「
珍
ら
し
い
」
パ
タ
ー
ン
で
三
菱
に
就

労
し
た
Ｍ
は
、
朝
鮮
人
が
鉱
夫
と
し
て
期
待
し
う
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
佳
良

な
労
働
条
件
で
働
く
機
会
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

三
菱
鯰
田
を
辞
め
た
後
、
Ｍ
は
筑
豊
か
ら
一
時
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

理
由
に
つ
い
て
は
、「
炭
鉱
よ
り
そ
こ
〔
東
京
〕
が
い
い
よ
う
な
気
が
し
て
」

（
三
六
頁
）
と
語
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
忖
度
す
れ
ば
、
他
の
炭
鉱
で
は
三

菱
並
み
の
労
働
条
件
は
望
み
得
な
い
と
の
判
断
の
も
と
、
東
京
で
社
会
的
上
昇

を
遂
げ
た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
　
一
九
三
〇
年
代
の
就
労
と
移
動

　

一
九
二
八
年
以
降
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
炭
鉱
別
人
数
が
判
明
す
る
の
は
、
昭
和

恐
慌
を
経
た
後
の
三
三
年
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
調
査
は
対
象
数
が
少
な
く
、
全
体
的

な
傾
向
を
読
み
取
る
に
は
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
二
〇
年
代
に
朝
鮮
人
を
使
用

し
て
い
た
主
な
炭
鉱
に
つ
い
て
は
、
そ
の
推
移
を
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

［
表
三
］。
二
〇
年
代
と
比
較
し
た
場
合
の
最
大
の
変
化
は
何
よ
り
、
三
菱
四

炭
鉱
（
五
四
八
名
）
と
、
二
九
年
三
月
に
三
菱
鉱
業
全
額
出
資
の
飯
塚
鉱
業
株

式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
三
菱
直
営
と
な
っ
て
い
た
飯
塚
（
三
六
一
名
）
で
そ
の

数
が
激
減
す
る
一
方
、
麻
生
で
は
五
炭
鉱
合
計
一
一
八
八
名
と
、
三
倍
超
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

さ
て
、
鯰
田
を
辞
め
た
Ｍ
は
東
京
・
大
崎
町
の
従
兄
弟
に
手
紙
を
出
し
、

「
来
た
か
っ
た
ら
来
い
」
と
い
う
返
事
を
受
け
て
東
京
へ
と
向
か
っ
た
。
が
、

大
阪
で
所
持
金
を
使
い
果
た
し
た
上
、
従
兄
弟
と
の
連
絡
が
途
絶
し
た
た
め
、

や
む
な
く
阪
神
地
方
に
留
ま
り
、
鋳
物
工
、
沖
仲
仕
、
土
木
、
漁
業
な
ど
の
職

種
を
転
々
と
す
る
こ
と
に
な
る
（
三
六
～
三
七
頁
）。
し
か
し
、
昭
和
恐
慌
の

到
来
に
よ
っ
て
仕
事
が
な
く
な
り
、
ま
た
、「
土
方
を
し
て
み
た
り
、
荷
あ
げ

を
し
た
ら
〔
…
〕
体
わ
る
う
な
っ
て
」（
同
前
）、
筑
豊
炭
鉱
へ
戻
る
こ
と
を
決

意
す
る
。
一
九
二
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｍ
が
目
指
し
た
の
は
、
こ
の
時
も

鯰
田
で
あ
っ
た
。
途
中
、
門
司
か
ら
は
所
持
金
が
尽
き
て
徒
歩
と
な
り
、
鯰
田

の
「
友
達
」
の
も
と
へ
と
た
ど
り
着
く
。
し
か
し
不
況
の
中
、
友
達
に
は
「
い

や
な
顔
さ
れ
」、
鯰
田
は
お
ろ
か
ど
の
炭
鉱
に
も
就
職
は
で
き
ず
、
折
尾
で
土

木
・
荷
揚
げ
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
る
（
三
七
～
四
二
頁
）。

　

Ｍ
が
筑
豊
へ
戻
り
、
三
菱
鯰
田
へ
の
再
就
労
を
試
み
た
の
は
、
ま
さ
に
三
菱



四
〇

の
各
炭
鉱
で
朝
鮮
人
鉱
夫
が
激
減
し
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。
技
術
的
合
理
化

の
影
響
を
受
け
、
大
手
炭
鉱
が
必
要
と
す
る
の
は
、
旧
来
型
の
渡
り
鉱
夫
か
ら
、

一
定
の
教
育
が
あ
り
、
経
営
者
や
職
員
と
共
通
す
る
常
識
や
行
動
様
式
を
持
つ

鉱
夫
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
恐
慌
期
の
大
手
炭
鉱
で
は
、
老
齢
者
・
低
能
率

者
・
勤
務
不
良
者
・
短
期
勤
続
者
な
ど
が
整
理
さ
れ
、
鉱
夫
の
質
的
向
上
が
図

ら
れ
た
が
、
三
菱
で
は
、
朝
鮮
人
に
つ
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て

淘
汰
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
同
時
期
に
三
菱
に
よ

る
抜
本
的
な
改
革
が
行
わ
れ
た
結
果
、
大
手
炭
鉱
と
同
様
の
内
実
を
有
す
る
に

至
っ
た
飯
塚
で
も（

（（
（

、
他
の
三
菱
経
営
炭
鉱
と
の
同
質
性
が
強
ま
る
中
で
、
朝
鮮

人
の
扱
い
に
つ
い
て
他
の
炭
鉱
と
同
様
の
方
針
が
適
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
か
く
し
て
、
朝
鮮
人
の
三
菱
各
炭
鉱
や
飯
塚
炭
鉱
へ
の
就
労
機
会
は
閉

ざ
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

折
尾
で
の
一
～
二
ヵ
月
の
就
労
の
後
、
Ｍ
は
麻
生
上
三
緒
炭
鉱
の
募
集
に
応

じ
て
筑
豊
に
戻
る
こ
と
に
な
る
（
四
二
頁
）。
上
三
緒
で
の
仕
事
は
仕
繰
夫

（
支
柱
夫
）
で
（
一
一
頁
）、
坑
内
は
「
カ
マ
場
に
は
い
っ
て
蒸
気
の
あ
が
る

所
に
す
わ
っ
た
と
同
じ
」
よ
う
に
暑
く
、「
人
が
辛
ぼ
う
し
き
ら
ん
げ
な
あ
あ

い
う
ふ
う
な
個
所
を
ろ
ん
で
、
お
前
達
な
ら
で
き
る
け
ん
、
ち
ゅ
な
風
で

〔
…
〕
き
つ
か
っ
た
」
が
、「
金
は
案
外
、
昔
の
銭
で
〔
一
日
〕
二
円
と
か
一

円
八
〇
銭
と
か
な
り
」、「
あ
ん
こ
ろ
、
ど
げ
か
悪
い
所
は
一
円
二
〇
銭
と
か
五

〇
銭
と
か
、
そ
ん
く
ら
い
に
し
か
な
ら
ん
や
っ
た
」
の
に
比
べ
、
よ
か
っ
た
と

い
う
（
四
三
～
四
五
頁
）。
し
か
し
、
落
盤
事
故
に
遭
い
、
一
〇
〇
日
程
通
院

（
見
舞
金
は
出
な
か
っ
た
）
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
一
九
二

九
年
の
う
ち
に
上
三
緒
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
（
一
一
～
一
三
頁
）。

　

こ
こ
に
は
、
渡
航
当
初
「
働
こ
う
ご
と
な
い
」
と
い
っ
て
い
た
環
境
で
も
働

か
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
、
状
況
の
変
化
が
示
さ
れ
て
い
る
。
上
三
緒
で
は
、

不
況
下
に
あ
り
な
が
ら
も
比
較
的
良
い
賃
金
を
得
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

れ
は
「
人
が
辛
ぼ
う
し
き
ら
ん
げ
な
」
過
酷
な
労
働
条
件
の
対
価
で
あ
り
、
彼

は
結
局
、
事
故
に
よ
っ
て
同
炭
鉱
を
去
る
の
で
あ
っ
た
。

　

Ｍ
は
そ
の
後
、
遠
賀
郡
方
面
の
「
小
ヤ
マ
」
＝
中
小
炭
鉱
を
渡
り
歩
く
こ
と

に
な
る
。
途
中
、
麻
生
吉
隈
炭
鉱
に
半
年
ほ
ど
留
ま
っ
た
も
の
の
、「
ま
あ
も

の
の
二
・
三
週
間
働
い
て
み
て
、
ま
あ
お
も
し
ろ
な
い
な
と
思
っ
た
ら
も
う
晩

方
ゴ
ソ
ゴ
ソ
ッ
と
風
呂
敷
に
つ
つ
ん
で
」
炭
鉱
を
変
え
る
生
活
が
、
三
四
年
ま

で
続
い
た
（
二
～
三
・
四
六
頁
）。
Ｍ
が
最
終
的
に
腰
を
落
ち
着
け
た
の
は
、

三
四
年
五
月
、
知
り
合
い
を
訪
ね
て
い
き
、
棹
取
夫
（
運
搬
夫
）
と
し
て
就
労

し
た
麻
生
吉
隈
炭
鉱
で
あ
る
。
彼
が
同
炭
鉱
に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
最
大
の

要
因
は
、
三
五
年
、
日
本
人
の
同
僚
の
紹
介
で
、
同
炭
鉱
の
日
本
人
鉱
夫
の
娘

と
結
婚
（
内
縁
関
係
で
養
子
の
形
）
し
た
こ
と
で
あ
り
、
以
後
、
こ
こ
で
働
く

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
四
二
頁
）。

　

昭
和
恐
慌
期
以
降
、
麻
生
と
と
も
に
朝
鮮
人
鉱
夫
が
増
加
し
た
の
が
、
中
小

炭
鉱
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
の
調
査
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
炭
鉱
に
つ
い
て
そ

の
増
減
を
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
る
が
、
中
小
炭
鉱
と
い
う
範
囲
で
よ
り
包
括

的
に
人
数
を
把
握
で
き
る
の
が
、
三
四
年
四
月
末
現
在
、
福
岡
県
内
の
大
手
炭

鉱
に
よ
る
経
営
者
団
体
・
筑
豊
石
炭
鉱
業
会
所
属
炭
鉱
（
及
び
そ
の
関
連
炭

鉱
）
と
、
中
小
炭
鉱
の
経
営
者
団
体
・
石
炭
鉱
業
互
助
会
所
属
炭
鉱
（
同
前
）



朝
鮮
人
鉱
夫
の
動
態
に
関
す
る
考
察

四
一

の
鉱
夫
を
比
較
し
た
調
査
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
前
者
の
二
五
四
七

名
に
対
し
、
後
者
で
は
一
一
七
六
名
の
朝
鮮
人
が
就
労
し
て
い
た
。
後
者
の
う

ち
、
調
査
対
象
は
炭
鉱
数
で
約
五
割
、
稼
動
者
数
で
約
六
割
に
止
ま
っ
て
い
た

か
ら（

（（
（

、
中
小
炭
鉱
で
は
判
明
し
て
い
る
一
一
七
六
名
以
上
が
就
労
し
て
い
た
と

推
定
さ
れ
、
二
八
年
（
四
五
三
名
）
と
比
較
し
た
場
合
、
朝
鮮
人
鉱
夫
は
大
幅

に
増
加
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
昭
和
恐
慌
期
の
中
小
炭
鉱
は
、
大
手
炭
鉱
を

淘
汰
さ
れ
た
鉱
夫
の
プ
ー
ル
と
化
し
、
同
時
期
を
通
じ
て
鉱
夫
の
数
は
む
し
ろ

増
加
し
て
い
た（

（（
（

。
朝
鮮
人
鉱
夫
に
関
し
て
も
、
中
小
炭
鉱
が
そ
の
受
け
皿
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
麻
生
や
中
小
炭
鉱
に
お
け
る
増
加
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
保
護
鉱
夫

入
坑
禁
止
へ
の
対
処
も
想
定
さ
れ
る
。
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
の
改
正
（
一
九
二

八
年
九
月
一
日
発
布
）
に
と
も
な
う
保
護
鉱
夫
の
深
夜
業
・
入
坑
禁
止
は
、
三

三
年
九
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
技
術
的
合
理
化
の
進

ん
だ
大
手
炭
鉱
で
は
、
昭
和
恐
慌
期
を
通
じ
て
女
性
坑
内
夫
の
整
理
が
進
ん
だ

が
、
中
小
炭
鉱
で
は
女
性
後
山
の
整
理
が
徹
底
さ
れ
ず
、
炭
鉱
業
が
活
況
を
取

り
戻
す
三
二
、
三
三
年
以
降
は
、
女
性
に
代
わ
る
労
働
力
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
た（

（（
（

。

　

Ｍ
は
、
景
気
が
回
復
し
、
中
小
炭
鉱
を
転
々
と
し
て
い
た
頃
の
こ
と
を
、

「
あ
ん
こ
ろ
は
ど
こ
行
っ
て
も
働
け
よ
っ
た
で
す
も
ん
ね
」（
二
～
三
頁
）
と

振
り
返
っ
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
そ
の
範
囲
は
も
は
や
麻
生
や
中
小
炭

鉱
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
か
か
る
朝
鮮
人
鉱
夫
の
一
九
三
〇
年
代
の
あ
り
方
と
、
内
地
へ
の

定
着
化
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
と
、
恐
慌
期
以
降
に
三
菱
や
飯

塚
を
淘
汰
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
中
に
は
、
す
で
に
家
族
形
成
を
果
た
し
、
内
地
で

生
活
の
基
盤
を
築
い
て
い
た
人
々
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
移
動
を
繰
り
返
し

た
Ｍ
が
吉
隈
に
定
着
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
も
結
婚
で
あ
っ
た
が
、
三
菱
で
は
、

二
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
長
期
勤
続
者
、
つ
ま
り
定
着
層
が
徐
々
に
増
加
し
て
お

り
（
（（
（

、
ま
た
、
激
し
い
移
動
が
行
わ
れ
て
い
た
飯
塚
で
も
、
三
〇
年
に
は
「
朝
鮮

人
鉱
夫
雇
傭
ニ
伴
ヒ
其
ノ
妻
子
ノ
移
住
ス
ル
者
多
ク
」（

（（
（

と
い
う
状
況
が
生
ま
れ

て
い
た
。
飯
塚
を
含
め
、
三
菱
に
お
け
る
朝
鮮
人
鉱
夫
整
理
の
方
針
は
恐
慌
期

以
降
も
変
更
が
な
く
、
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
定
着
層
の
人
々
（
そ
の
中
に
は
朝

鮮
人
鉱
夫
を
統
轄
す
る
立
場
の
世
話
方
も
含
ま
れ
た
）
も
ま
た
、
炭
鉱
か
ら
淘

汰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
他
方
、
詳
し
い
論
証
は
他
に
譲
る
が
、
三
二
年
八

月
に
麻
生
商
店
経
営
炭
鉱
で
起
こ
っ
た
朝
鮮
人
鉱
夫
に
よ
る
争
議
の
際
、
家
族

持
で
就
労
時
期
が
わ
か
る
争
議
参
加
者
五
五
名
中
、
就
労
し
て
半
年
に
満
た
な

い
者
が
三
〇
名
に
上
っ
た（

（（
（

。
在
日
朝
鮮
人
の
家
族
形
成
は
、
ま
ず
男
性
が
単
身

で
内
地
へ
渡
航
し
、
後
に
女
性
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
て
家
族
を
形
成
す
る
の
が
一

般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば（

（（
（

、
三
菱
や
飯
塚
に
就
労
し
て
家
族
形
成
を
し

た
人
々
が
下
方
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
恐
慌
期
に
三
菱
が
朝
鮮
人
の
採
用
を
止
め
て
以
降
、
麻
生
や
中
小

炭
鉱
に
就
労
し
た
朝
鮮
人
は
、
三
菱
や
飯
塚
を
淘
汰
さ
れ
た
人
々
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
具
体
的
な
分
析
は
で
き
な
い
が
、
朝
鮮
人
の
内
地
定
着
化
が
進
む

三
〇
年
代
に
お
い
て
も
、
新
規
の
内
地
渡
航
者
は
増
加
し
続
け
て
お
り（

（（
（

、
そ
の



四
二

中
に
は
炭
鉱
で
の
就
労
を
希
望
す
る
も
の
も
い
た（

（（
（

。
ま
た
、
福
岡
県
で
の
「
密

航
」
検
挙
者
も
一
九
三
〇
年
代
を
通
じ
て
増
加
傾
向
に
あ
り（

（（
（

、
Ｍ
が
経
験
し
た

よ
う
な
「
密
航
」
は
、
三
〇
年
代
に
は
よ
り
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。
麻
生
や
中
小
炭
鉱
で
は
、
こ
う
し
た
人
々
を
新
た
に
採
用
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
一
九
二
〇
年
代
と
三
〇
年
代
と
の
変
化
に
着
目
し
つ
つ
朝
鮮
人
鉱
夫

の
存
在
形
態
を
論
じ
て
き
た
。
改
め
て
ま
と
め
れ
ば
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の
あ
り
方

は
各
炭
鉱
資
本
の
募
集
方
法
に
よ
っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
、
そ
の
こ
と
は
新
規

渡
航
者
を
採
用
す
る
炭
鉱
（
主
に
三
菱
）
か
ら
内
地
既
住
の
鉱
夫
経
験
者
を
採

用
す
る
炭
鉱
（
飯
塚
・
麻
生
・
中
小
炭
鉱
な
ど
）
へ
の
移
動
と
、
内
地
既
住
者

採
用
の
炭
鉱
間
の
移
動
と
い
う
人
の
流
れ
を
生
み
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
炭
鉱

間
で
の
労
働
条
件
の
差
異
も
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
昭
和
恐
慌
期
以
降
、
三
菱

が
朝
鮮
人
鉱
夫
淘
汰
へ
と
舵
を
切
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
就
労
先
は
相
対
的
に
労

働
条
件
の
劣
る
麻
生
や
中
小
炭
鉱
に
限
定
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
Ｍ
の
体
現
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
今
後
は
か
か
る
見
取
り
図

を
踏
ま
え
、
炭
鉱
資
本
ご
と
の
特
徴
や
差
異
に
着
目
し
つ
つ
、
朝
鮮
人
鉱
夫
の

状
況
と
変
化
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
が
課
題
と
な
ろ
う
。

　

最
後
に
、
Ｍ
の
足
跡
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
Ｍ
の
行
動
様
式
に
は
、

筑
豊
を
離
れ
た
前
後
で
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
二
〇
年
代
、
Ｍ

の
移
動
に
は
、
よ
り
佳
良
な
労
働
条
件
（
具
体
的
に
は
三
菱
）
を
目
指
す
志
向

が
明
確
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
阪
神
か
ら
戻
り
三
菱
へ
の
就
労
の
可
能
性
が
絶

た
れ
、
さ
ら
に
坑
内
事
故
に
遭
遇
し
た
後
、
彼
が
移
動
す
る
動
機
は
、
そ
の
炭

鉱
が
「
お
も
し
ろ
な
い
」
か
ら
、
と
い
う
も
の
に
変
わ
っ
た
。「
お
も
し
ろ
な

い
」
理
由
は
、
必
ず
し
も
賃
金
な
ど
狭
い
意
味
で
の
労
働
条
件
に
限
定
さ
れ
な

い
も
の
で
、
例
え
ば
、「
あ
た
し
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
〔
現
場
や
労
務
に
〕
逆
ら

う
ん
で
す
よ
、
も
う
や
め
さ
え
す
り
ゃ
え
え
と
思
っ
ち
ょ
る
か
ら
」（
八
頁
）

と
、
職
員
や
上
役
と
の
関
係
も
、
炭
鉱
を
辞
め
る
理
由
に
な
り
得
た
。
Ｍ
の
こ

う
し
た
態
度
は
、
就
労
先
が
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
な
か
で
の
あ
る
種
の
開
き

直
り
と
み
て
と
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
、「
相
手
が
悪
い
と
思
う
げ
な
所
に
は
、

ハ
ナ
か
ら
そ
こ
に
は
行
か
ん
で
す
」（
四
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
中
小
炭
鉱
を

渡
り
歩
い
て
生
き
て
い
く
た
め
に
、
必
要
な
術
を
身
に
つ
け
て
も
い
っ
た
。
ま

た
、
昭
和
恐
慌
期
以
降
、
Ｍ
が
交
際
し
た
人
々
と
の
関
係
に
つ
い
て
附
言
す
れ

ば
、
大
阪
か
ら
戻
っ
て
後
の
出
来
事
に
は
血
縁
者
が
登
場
し
な
く
な
り
、
朝
鮮

人
や
故
郷
と
の
関
係
は
希
薄
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
一
方
、
日

本
人
女
性
と
の
結
婚
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
日
本
人
と
の
つ
な
が
り
は
深
化

し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｍ
の
交
友
関
係
は
、
当
時
の
朝
鮮
人
全
体
か
ら
す

れ
ば
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
Ｍ
が
朝
鮮

人
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
る
制
約
や
差
別
を
回
避
で
き
た
わ
け
で
は
勿
論
な

く
（
（（
（

、
Ｍ
を
朝
鮮
人
鉱
夫
と
し
て
の
あ
り
方
か
ら
大
き
く
逸
脱
さ
せ
る
も
の
と
は

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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注

（
１
）	

佐
々
木
信
彰
「
在
日
朝
鮮
人
の
形
成
史
」（
磯
村
英
一
他
編
『
講
座
差
別
と
人
権
』

四
、
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
、
二
八
～
二
九
頁
。

（
２
）	
金
賛
汀
『
火
の
慟
哭　
　

在
日
朝
鮮
人
坑
夫
の
生
活
史
』（
田
畑
書
店
、
一
九
八
〇

年
）、
山
田
昭
次
「
朝
鮮
人
強
制
労
働
の
歴
史
的
前
提　
　

筑
豊
炭
田
を
主
な
事
例
と

し
て
」（『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
一
七
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
。

（
３
）	

こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
外
村
大
「
朝
鮮
人
労
働
者
の
「
日
本

内
地
渡
航
」
再
考　
　

非
準
備
型
移
動
・
生
活
戦
略
的
移
動
と
労
働
力
統
制
」（『
韓
国

朝
鮮
の
文
化
と
社
会
』
七
、
二
〇
〇
八
年
）、
六
二
～
六
三
頁
を
参
照
。

（
４
）	

西
成
田
豊
に
よ
れ
ば
、
内
地
内
で
の
移
動
は
大
部
分
が
同
一
府
県
内
、
時
に
府
県
間

を
ま
た
い
で
行
わ
れ
、
三
〇
年
代
に
は
定
着
化
が
進
行
し
た
と
い
う
（
西
成
田
豊
『
在

日
朝
鮮
人
の
「
世
界
」
と
「
帝
国
」
日
本
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
）、
五

〇
～
五
四
頁
。

（
５
）	

樋
口
雄
一
『
日
本
の
朝
鮮
・
韓
国
人
』（
同
成
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
六
二
頁
。

（
６
）	

こ
う
し
た
視
角
か
ら
な
さ
れ
た
研
究
と
し
て
、
大
阪
・
東
成
を
舞
台
に
、
ゴ
ム
工
業

の
展
開
と
済
州
出
身
朝
鮮
人
の
定
着
化
と
の
関
係
を
論
じ
た
杉
原
達
の
分
析
が
あ
る

（
杉
原
達
『
越
境
す
る
民　
　

近
代
大
阪
の
朝
鮮
人
史
研
究
』
新
幹
社
、
一
九
九
八
年
、

第
Ⅳ
章
）。

（
７
）	

西
成
田
前
掲
書
、
一
一
三
頁
。

（
８
）	

坂
本
悠
一
「
福
岡
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
移
民
社
会
の
成
立　
　

戦
間
期
の
北
九
州
工

業
地
帯
を
中
心
と
し
て
」（『
青
丘
学
術
論
集
』
一
三
、
一
九
九
八
年
）、
一
三
六
～
一

三
七
頁
。

（
９
）	

福
岡
県
に
は
、
日
本
最
大
の
筑
豊
炭
田
の
他
、
三
池
・
糟
屋
・
早
良
の
各
炭
田
が
存

在
し
た
。
三
井
の
単
独
経
営
で
あ
る
三
池
で
は
朝
鮮
人
を
使
用
し
な
い
方
針
を
採
っ
て

お
り
、
糟
屋
・
早
良
は
い
ず
れ
も
小
規
模
な
炭
田
で
あ
っ
た
。

（
10
）	

『
福
岡
県
史
』
通
史
編
近
代
産
業
経
済
二
（
二
〇
〇
〇
年
）、
三
七
六
頁
参
照
。

（
11
）	

福
岡
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
『
管
内
在
住
朝
鮮
人
労
働
事
情
』（
一
九
二
九
年
）、
一

四
三
頁
。

（
12
）	

内
務
省
社
会
局
「
鉱
業
労
働
事
情
調
書
」（
刊
行
年
不
詳
、『
石
炭
研
究
資
料
叢
書
』

二
一
、
二
〇
〇
〇
年
）、
一
五
頁
。

（
13
）	

福
岡
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
『
坑
夫
雇
傭
状
態
に
関
す
る
調
査
』（
一
九
二
九
年
）、

三
三
～
三
四
頁
。

（
14
）	

荻
野
喜
弘
『
筑
豊
炭
鉱
労
資
関
係
史
』（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）、
三
〇

九
～
三
一
〇
頁
。

（
15
）	

外
村
大
『
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
歴
史
学
的
研
究　
　

形
成
・
構
造
・
変
容
』（
緑
蔭
書

房
、
二
〇
〇
四
年
）、
二
七
～
三
二
頁
。

（
16
）	

外
村
大
「
日
本
帝
国
の
渡
航
管
理
と
朝
鮮
人
の
密
航
」（
蘭
信
三
編
『
日
本
帝
国
を

め
ぐ
る
人
口
移
動
の
国
際
社
会
学
』
不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
三
三
頁
。

（
17
）	

外
村
前
掲
「
日
本
帝
国
の
渡
航
管
理
と
朝
鮮
人
の
密
航
」、
四
九
～
五
四
頁
。

（
18
）	

こ
こ
で
は
長
広
利
崇
に
倣
い
、
一
九
一
四
～
三
六
年
に
存
続
す
る
大
炭
鉱
企
業
・
官

庁
系
炭
鉱
一
七
社
等
を
除
い
た
も
の
を
、
中
小
炭
鉱
と
し
て
お
き
た
い
（
長
広
「
一
九

二
〇
年
代
・
昭
和
恐
慌
期
の
筑
豊
中
小
炭
鉱
」W

orking paper series, Faculty of 

Econom
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a U

niversity, 8-5, 2008

）、
二
頁
。

（
19
）	

丁
振
聲
「
一
九
二
〇
年
代
の
朝
鮮
人
鉱
夫
の
使
用
状
況
お
よ
び
使
用
経
費　
　

筑
豊

地
方
の
三
菱
系
炭
鉱
を
中
心
と
し
て
」（『
日
本
史
学
集
録
』
一
〇
、
一
九
九
〇
年
）、

三
二
頁
。

（
20
）	

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
荻
野
前
掲
書
、
二
七
九
～
二
八
八
頁
、
西
成
田
豊
「
石
炭

鉱
業
の
技
術
革
新
と
女
子
労
働
」（
中
村
政
則
編
『
技
術
革
新
と
女
子
労
働
』
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。

（
21
）	

西
成
田
豊
「
労
働
力
編
成
と
労
資
関
係
」（
一
九
二
〇
年
代
史
研
究
会
編
『
一
九
二

〇
年
代
の
日
本
資
本
主
義
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）、
一
七
六
～
一
七
八

頁
、
荻
野
前
掲
書
、
二
六
二
～
二
七
九
頁
を
参
照
。

（
22
）	
前
掲
『
管
内
在
住
朝
鮮
人
労
働
事
情
』、
一
〇
五
～
一
〇
九
頁
。
ま
た
、
丁
前
掲
論

文
、
三
五
～
三
六
頁
。
二
八
年
一
二
月
に
お
け
る
一
日
平
均
賃
金
（
採
炭
夫
・
出
来
高

制
）
は
、
三
菱
鯰
田
の
二
・
〇
七
円
を
筆
頭
に
、
中
島
飯
塚
一
・
九
〇
円
、
麻
生
綱
分

一
・
八
〇
円
、
同
芳
雄
一
・
五
二
円
、
同
吉
隈
一
・
五
〇
円
な
ど
と
な
っ
て
い
た
。



四
四

（
23
）	

前
掲
『
管
内
在
住
朝
鮮
人
労
働
事
情
』、
一
三
一
頁
。

（
24
）	

前
掲
『
管
内
在
住
朝
鮮
人
労
働
事
情
』、
一
三
〇
～
一
三
二
頁
。

（
25
）	
委
託
経
営
の
も
と
で
長
壁
式
採
炭
法
や
水
流
切
羽
運
搬
法
が
導
入
さ
れ
、
こ
の
時
期

に
女
性
坑
内
夫
数
も
大
幅
な
減
少
を
み
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（
麓
三
郎
『
三
菱
飯
塚

砿
業
史
』
一
九
六
三
年
、
八
七
～
八
八
・
一
一
一
～
一
一
二
頁
）。

（
26
）	

前
掲
『
管
内
在
住
朝
鮮
人
労
働
事
情
』、
一
三
二
～
一
三
三
頁
。

（
27
）	

前
掲
『
管
内
在
住
朝
鮮
人
労
働
事
情
』、
八
三
～
九
一
頁
。

（
28
）	

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
乏
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
事
例
と
し
て
、
例
え
ば
、
一

九
三
八
年
に
内
地
へ
渡
航
し
、
筑
豊
の
海
老
津
炭
鉱
に
就
労
し
た
あ
る
人
物
は
、
海
老

津
の
す
ぐ
隣
ぐ
ら
い
に
し
か
考
え
ず
、
夕
張
炭
鉱
の
募
集
に
応
じ
た
、
と
述
べ
て
い
る

（
林
え
い
だ
い
『
強
制
連
行
・
強
制
労
働
』
現
代
史
出
版
会
、
一
九
八
一
年
、
一
一
一

頁
）。

（
29
）	

福
岡
地
方
職
業
紹
介
事
務
局
『
炭
坑
夫
の
出
身
地
調
査
』（
一
九
三
四
年
）、
六
～
一

〇
頁
。

（
30
）	

市
原
博
『
炭
鉱
の
労
働
社
会
史
』（
多
賀
出
版
、
一
九
九
七
年
）、
一
五
八
～
一
六
四

頁
。

（
31
）	

市
原
前
掲
書
、
二
三
一
～
二
三
四
頁
。

（
32
）	

越
田
久
松
『
福
岡
県
に
於
け
る
炭
鉱
稼
動
者
の
種
々
相
』（
一
九
三
六
年
、
九
州
大

学
図
書
館
所
蔵
）。
同
書
の
調
査
は
、
著
者
で
あ
る
越
田
が
福
岡
県
庁
警
察
部
健
康
保

険
課
に
在
勤
時
代
の
三
四
年
五
月
、
同
課
が
県
内
一
二
一
炭
鉱
に
対
し
て
調
査
表
を
送

付
し
、
回
答
の
あ
っ
た
七
九
炭
鉱
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
同
書
「
序
言
」）。

な
お
、
こ
こ
で
の
大
手
・
中
小
の
区
別
は
、
先
の
長
広
の
区
分
と
も
お
お
よ
そ
対
応
し

て
い
る
。

（
33
）	

越
田
前
掲
書
、「
序
言
」。
な
お
、
大
手
炭
鉱
の
調
査
対
象
は
炭
鉱
数
・
稼
働
者
数
の

約
九
割
に
及
ん
で
い
た
。

（
34
）	

市
原
前
掲
書
、
一
六
六
～
一
六
七
頁
。

（
35
）	

西
成
田
前
掲
「
石
炭
鉱
業
の
技
術
革
新
と
女
子
労
働
」、
九
八
～
九
九
頁
。

（
36
）	

丁
前
掲
論
文
、
四
二
頁
。

（
37
）	

百
武
辰
二
「
飯
塚
炭
鉱
第
一
坑
及
第
三
坑
報
告
」（
一
九
三
三
年
、
九
州
大
学
文
書

館
所
蔵
）、
六
頁
。

（
38
）	

争
議
参
加
者
の
名
簿
類
（
林
え
い
だ
い
監
修
『
戦
時
外
国
人
強
制
連
行
関
係
史
料
集

Ⅱ　

朝
鮮
人
一
上
巻
』
明
石
書
店
、
一
九
九
一
年
に
所
収
）
の
検
討
に
基
づ
く
。

（
39
）	

外
村
前
掲
書
、
九
一
頁
。

（
40
）	

外
村
前
掲
書
、
九
四
～
九
六
頁
。

（
41
）	

例
え
ば
、
三
五
年
二
月
に
内
地
へ
渡
り
、
当
初
滞
在
し
た
久
留
米
で
は
職
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
麻
生
吉
隈
炭
鉱
に
就
労
し
た
者
も
い
る
（
権
載
玉
『
ア
ボ
ジ　
　

番

傘
と
繋
い
だ
ズ
ボ
ン
』（
朝
鮮
青
年
社
、
一
九
九
四
年
）、
一
四
九
～
一
五
二
頁
。

（
42
）	

外
村
前
掲
「
日
本
帝
国
の
渡
航
管
理
と
朝
鮮
人
の
密
航
」、
四
九
～
五
四
頁
。

（
43
）	

聞
き
書
き
に
は
、
自
身
や
、
Ｍ
と
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
で
結
婚
相
手
が
受
け
た
差
別

に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
時
期
の
Ｍ
は
、
労
働
力
動
員
さ
れ
た
朝
鮮

人
「
寮
生
」
を
管
理
す
る
立
場
と
な
る
。

〔
追
記
〕
本
稿
で
使
用
し
た
資
料
の
来
歴
確
認
に
つ
い
て
は
上
野
朱
氏
、
田
中
直
樹
日
本
大

学
名
誉
教
授
、
三
輪
宗
弘
九
州
大
学
教
授
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。


